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日本語アク セ ン トに関する 3 つの問題
一音調意識、 アク セ ン ト規則の有効性、 類別語彙一 
中井幸比古
は じめに
日本語ア ク セ ン ト (以下 「ア」) の、 ①音調意識 (高低の把握) 、 ②ア規則
(形態音素論的規則) の有効性、 ③類別語彙各語の頻度 ・ 馴染み度の、 3 点に
ついて論 じ る。 紙幅の関係で、 ①は中央式諸ア記号付き方言辞典 を、 ②は共通
語ア (首都圈で優勢なア) を、 ③は類別語彙各語の現代共通語での頻度 ・ 馴染
み度を扱 う。 この 3 点は、 日本人 ( 日本語母語話者) が自分の方言以外のアを、
外国人 (外国語母語話者) が共通語アを習得する際に重要。 ①は方言ア資料と
しての利用の際に も重要で、 ③はア調査語彙改訂の基礎作業の一部で も ある。
要旨は稿末に置く 。 
1 . 中央式諸方言の方言辞典にみる音調意識
1 .1 アク セ ン ト記号付き方言辞典の一覧
音調意識については日本人 ・ 外国人と もに共通語アの研究は数多いが、 方言
アに関す る ものは少ない。 そこ で中央式諸アにつき、 ア記号付き方言辞典を考
察す る。 方言辞典のアは著者の内省によ る場合が多いが、 正 しい記号が付いて
い るとは限ら ないから、 利用のためにその音調意識の解明が必要な場合がある。 
また、 種々の誤りは、 中央式ア以外が母方言の日本人や外国人が中央式ア習得
途上で起こす誤り ・ 中間方言 (言語) と関係する可能性が高い。 共通語アでネ
イ テ ィ ブの音調意識の難易 と 余所者の知覚難易に相関が見られるから で ある
(語中核型相互、 特に第 3 拍以降の核相互がと もに難など)。
対象 と なる方言辞典につき、 筆者が関係 したものを除き、 管見に入っ た もの
をア記号の精度 ・ タイ プ別にあげる。
(a) すべての型が書き分け られてお り 、 かつその音調把握が正 しい もの。
al 牧村史陽1955 『大阪方言事典』 杉本書店。 高低 2 段階。 拍内下降も明記。
a2 冨田大同1969、 1970、 1971、 1971、 1972 「兵庫県小野市方言稿」 (1) ~ 
(6) 『明石工業高等専門学校研究紀要』 7 、 8 、 10、 11、 12。 和田實の方式に
よ る式 ・ 核表記。 高低 2 段階の音調型との対応関係も明示。
a3 土居重俊 ・ 浜田数義1985 『高知県方言辞典』 高知市文化振興事業団 (但
し幡多アは東京式で本稿の対象外)。 高低 2 段階。 語末核は 「ア下型」 と表記。 
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a4 興津意作1990 『淡路方言 特徴 ・ 語法 ・ ア ・ 語彙』 淡路文化会館運営協
議会。 高低 2 段階。 語末核 も表記。 ア体系枠は京阪都市部と同 じ。 以下 「興」。
(b) 自立語単独発音の場合の全部の型が書き分け られ、 かつ音調把握が正 し
いが、 助詞付き では じめてわかる型の区別は書き分け られない もの。
b l 高田豊輝1985 『徳島の方言』、 同2012 『徳島の方言補遺及び徳島市南部と
周辺の地名』 (著者刊)。 形式上 3 段階だが実質的には高低 2 段階。
(c) ある程度は正 しい記号が付け られてい るが、 型の書き分け不十分、 音調
把握が一部不正確等の部分があるか、 一部の型のみに記号を付す もの。
cl 田中萬兵衞1934 『淡路方言研究』 (福浦藻文堂書店。 以下 「田」。 1974年
国書刊行会影印本は後述のよ う にア記号に関す る欠陥がある)
c2 小林清次1974 『大阪府能勢方言辞典』 能勢郷土文化の会 (1974/9/15発行
再版によ る)
c3 楠本静哉1996 『口熊野の方言』 著者刊 (和歌山県西牟婁郡上富田町方言)
c4 中西信弥1999 『西陣織屋こ とば辞典』 著者刊 (京都府船井郡園部町方言 ・ 
京都市方言 [ 著者経歴同書参照] )
(d) 記号と音調 ・ 音調型との対応関係が筆者には不明のもの。
di 金沢治1972 『阿波言葉の辞典 (改訂版) 』 徳島市中央公民館
以上の う ち (a) (b) は優れた資料である。 (b) に付属語付き音調がないのを欠
点とす る人も あろ う が、 (a) も用言の活用に伴 う ア交替は示 さ ないわけで、 (b) 
も一つの立場と して問題ない。 (c) は部分的にア資料と して利用可能であり 、
本稿ではこれに重点を置く 。 上記のよ う にア習得関連資料と して興味深 く 、 利
用のために記号の原則を探るこ と も必要。 (d) は問題が多いが一応触れる。
順序が上 と 異な るが、 di 、 c2、 c3、 c4、 c l の順に考察す る。
di金沢 (1972) は凡例に 「アは主要なものについて強だけ を 0 [白丸圈点。 
辞典本体では仮名の横に付け られてい る一 中井注] を以つて示 した」 と ある。 
共通語アな ら 「強= ア核」 で音調型 を表記 し分け られる。 ア核がある拍は、 例
えばア核の次の拍よ り若干強 く 、 強弱によ るア表記 も全 く 的外れではない。 英
語アの記述方法の日本語への機械的当て嵌めにすぎないにせよ、 核位置を正 し
く 指摘 し さ えすれば実用上問題ない。 しか し、 共通語と 異な り 、 中央式アは核
だけでは一部の型 しか区別でき ない。 また本書の各語のア を見る と 、 非常に近
い方言を扱 う b l 高田 (1985他) と の対応関係が不明で、 型の区別全般に問題
があり そ う。 と も あれ英語 ・ 共通語アと類似の枠での記述の試みと して評価で
き よ う。
c2小林 (1974) は一部項目のみにア記号を付け る。 「アは、 絶対必要な もの
だけに した」 (p 9) 、 「こ の辞典のアは、 全部にはつけてい ないが、 それをつけ
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ない と方言にな ら ない ものには悉 く つけた」 (p.132) と す るが、 その基準を示
さ ない。 そこ で近い地域の方言 を扱 う al 牧村 (1955) と対照す る と 、 ア記号
付き項目は、 al で HI (高起平進式第 1 拍に核) ・ L2 (低起上昇式第 2 拍に核) 
・ LO (0は無核) の語にほぼ限定。 そ して HIは第 1 拍、 L2は第 2 拍、 LOは最
終拍の横に、 ピリ オ ド を付す。 但 し 2 拍 LOと L2は原則的に区別な し。 ま た
HI 、 L2、 LOの全項日に記号が付いてい るわけではな く 、 記号の有無は共通語
アとの対応と も関係が薄いよ う で、 例えばオーカ メ (狼) HIは共通語アのオー
カ ミ 1 に近い音調だが記号付き。 と もあれこの辞典でア記号付きの場合は資料
と して利用可。 また HI、 L2、 LOを当該方言の特徴的なア型と考えてい るこ と
がわかる。 共通語アで、 特に 3 拍目以降に核がある語中核型相互の型の知覚や
区別意識が鈍い人があるが、 本資料のア付け も こ れと矛盾 し ない。 但 し L 式
は核位置を意識 しやすい (c4) はずでそれとは一致 しない。 無核は Heよ り LO 
を特徴的と考える点も興味深い。 なおこの方言では H2の語は僅少か。
c3楠本 (1996) は高低 2 段で全項目に記号を付ける。 このアは高知市等と同
様古い中央式の特徴 を有す る : 例えば L 式は早上がり 、 用言 ・ 複合名詞ア等
中近世風。 しか し本書自身、 ア記号は 「腰だめの域 を出ない」 (p 23) と言 う
よ う に、 下降位置が他方言と対応 しない項日がかな り あるこ と等が問題。 ご く
一部 を挙げれば、 「あぶら しぼられた [高低低高高高高低。 HI 十H3が正 ? ] 、
泣いて も わろて も [高高低低高高低低。 HI 十H2が正 ? ] 、 びっ く り す る [高高
高高低低。 He 十Heが正 ? ] 、 むさ んこ に (無闇に) [高高高高低。 Heが正 ? ] 」
等。 ア体系の枠の意識がないためか。 こ の辞典だけから各語の音調型 を決定す
るのは危険が大きい。
c4中西 (1999) は、 高中低の 3 段階表記で全項目に記号を付す。 ①L 式有核
と HI は、 核のある拍が高、 それ以外の拍が中。 ②HI以外の H 式有核 (H2 ・ 
H3 ・ H4_) は核までが中、 核よ り後が低。 ③Heはすへて中。 ④LOは低と中で
示 される。 低から中への上昇位置は原則早上がり だが、 主に前部 2 拍の複合語
は第 3 拍から高。 ⑤ 2 拍 L2と LOは [中高] と [低中] で区別あり。 LOの早上
がり は旧船井郡園部町アのため。 ただ以上の原則には若干例外や不統一等があ
る。 そのため c と したが a に属させて も よい。 音調表記で興味深いのは 3 段階
の高を HI と L 式有核だけにあててい るこ と である。 1 拍卓立は日立つのだ ろ
う。 なお個々の語のアは比較的新 しい : 例えば 「式保存の例外古→式保存新」
のタテへ (整経) He→LO ( タテ LO [縦糸] をベル He [整える ] ) が LO等。
残 るは cl 田中 (1934) だが、 こ れについては詳細に検討す るため節 を改め
る 。 
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1.2 田中萬兵衛 『淡路方言研究』 の音調表記
cl田中 (1934) (「田」) の 「下篇語彙篇」 は見出 しにア記号を付ける。 「田」
は全国的にもア記号付き方言辞典の初期のもので、 中央式アでは最初か。 しか
しそのア記号の意味や精度 も不明確で、 利用 も少なかっ た。 そこ でこ れを詳 し
く 検討 し、 資料価値と音調意識 を探る。
著者の田中及びその方言研究につき、 和田実 (1950) 「淡路の田中万兵工翁」
『近畿方言』 6 pp 9-11 に詳 しい紹介がある。 それによ る と 田中は淡路島松帆
出身で当時69歳とい うから1880年前後生。 松帆は現淡路市岩屋松帆 (淡路島北
端) と南あわじ市松帆 (旧三原郡西淡町。 淡路島西南部) があるが、 「本書に
附 したアは三原郡のそれである」 と あるこ と等から後者と 見てよい。 田中は戦
後方言研究から遠ざかっ ていたが、 和田の熱心な勧誘の結果 『近畿方言』 7 (1 
950)pp.16-17に戦前原稿作成の 「米櫃」 「蚯蚓」 の方言地図を掲載。 但 しその
他の活動再開は未詳。 和田紹介文にはアへの言及はない。
1.2.1 考察方法
「田」 のア記号は、 「凡例」 「緒論」 に説明があるが明瞭と は言い難い。 そこ
で 「田」 語彙編の各項の記号から用法を帰納 し、 その後に凡例 ・ 緒論等を見る。 
また淡路の他のア記号付き方言辞典 a4興津 (1990) (以下 「興」) と対照する。 
「興」 によれば興津は1925年淡路島南淡町阿万 (現南あわ じ市) 出身。 田中よ
り45年前後年下で地域も異なるが、 松帆から阿万まで平地で繁がり方言も近い
と 思われる。 実際アはかな り よ く 対応 し、 体系 もほぼ同一のよ う。 その他必要
に応 じ、 徳島ア (b l 高田1985) 、 幡多アを除く 高知ア (a3土居 ・ 浜田1985) 、 京
阪地方諸ア (al牧村1955及び各種資料) を参照する。
1 .2.2 語彙篇のアク セ ン トの検討
語彙篇のアを体言 (名詞 ・ 代名詞 ・ 形容動詞 ・ 副詞等) ・ 動詞 ・ 形容詞に分
けて検討す る。 品詞は 「田」 の分類と一部異なる。 語彙篇の項目の う ち 「方言
の様であっ て実は東京語」 は原則と してア記号な しなので対象外。 「雑辞」 (接
辞 ・ 助詞 ・ 助動詞等) は 「方言の様であっ て実は東京語」 で もア記号付きの場
合があるが、 自立語の表記法によっ てお り無理 ・ 不明の点が多 く 対象外とする。 
1 .2.2.1 体言について
「田」 のア記号付き 体言の う ち 「興」 に も あるのは340項日。 意味や語形の
多少のずれは含める (以下同様) 。 340項目の う ち、 2 項目以上につき 「田」 と
「興」 に対応関係が見られる音調型表記が282項目あるので、 まずこ の282項目
について表 1 に示す。 「田」 のア記号をワープロ記入のため以下のよ う に置換
した。
0 : 見出 し (縦書き ) の拍の左側に傍線等のア記号が付いてい ない もの。 
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- : 文字左側の傍線。 2 文宇以上にわたる場合 「田」 は 1 本の線で繁いでい
るが、 本稿では分けた形で示す。
● : 文宇左側の黒丸。 下の▲よ り大き く 、 傍線と と もには出現 しない。
▲ : 文字左側に小黒丸 (「 ピリ オ ド」 と呼ぶ) 十 1 宇分の傍線。 必ず傍線と
と も に出現。
←と→ : 文字左側の矢印。 矢印は 2 文字分以上に亘るが、 矢印記号 1 つだけ
の場合と、 矢印記号十傍線で全体が長い矢印になっ てい る場合がある。 また矢
印記号は 2 文字分と 1 文宇の 2 種があり 、 前者の方が多い。 しかし矢印は内部
に切れ目がな く て も あっ て も、 全体と して見
れば相互に区別の必要な し と判断 したため、
本稿では印刷の都合上 1 宇分ずつの、 矢印記
号と傍線の組み合わせで統一 する。
なお、 「田」 の ピリ オ ド (本稿の▲。 傍線
付き) は、 国書刊行会刊影印本では凡例部分
を除き (凡例部分の ピリ オ ドは語彙篇のもの
よ り少 し大き い) 、 すべて消えてい る。 ピリ
オ ド を ゴミ と誤認 して削除 して しま っ たのだ
ろ う。 「田」 には実際 ゴミ ら しい物 も あるが、
傍線左側の ピリ オ ドの大部分は意味があり 、
削除不可。 従っ てアの考察には国書刊行会版
は使用でき ない。 但 し国書刊行会版は ピリ オ
ド以外はア記号も含め変更はない よ う。
表 1 左端 「評価」 欄の記号について。 ★は
「田」 が 「興」 と 同 じ音調型 を表記 しよ う と
し た と判断す る物。 He?、 H3?等 と 書い たの
は、 「田」 の記号からはその音調型 と 考え ら
れ る が 「興」 と 一致 し ない も の。 こ の う ち
He?の項日数が非常に多いが、 こ れは 「田」
ではア記号な し ( 0 、 0 0 、 0 0 0 -) で、
He を示す こ と も あ るが、 む し ろ ア記号の脱
落の場合 も多い ためのよ う で ある。 He?以外
も印刷 ミ スのお それがある物 を含む。 
評価 拍数 田中 興津 項目数 
★ 2 0 0 He 19 
LO? 2 0 _ HI 2 
He? 2 0 0 HI 8 
★ 2 - 0 HI 24 
★ 2 0 _ LO 9 
He? 2 0 0 LO 2 
LO? 2 0 _ L2 2 
He? 2 0 0 L2 2 
★ 2 0 ● L2 6 
★ 3 0 0 0 He 28 
H2? 3 --0 He 2 
L2? 3 0- 0 HI 2 
He? 3 0 0 0 HI 2 
★ 3 ←一0 HI 9 
He? 3 0 0 0 H2 6 
★ 3 -- 0 H2 6 
LO?? 3 0 0 - LO 4 
He? 3 0 0 0 LO 4 
★ 3 0 一→ LO 19 
★ 3 0- 0 L2 20 
He? 3 0 0 0 L2 14 
LO? 3 0 一→ L2 2 
★ 4 0 0 0 0 He 25 
★ 4 ←一 - 0 HI 3 
★ 4 -0- 0 HI 十HI 3 
★ 4 --- 0 H3 7 
He? 4 0 0 0 0 LO 6 
★ 4 0- 一→ LO 15 
? 4 0 0 一→ LO 2 
★ 4 0 ←一0 L2 2 
★ 4 0 一▲一 L3 10 
He? 4 0 0 0 0 L3 6 
H3? 4 --- 0 L3 3 
★ 5 0 0 0 0 0 He 4 
He? 5 0 0 0 0 0 H3 2 
★ 5 0-一→0 L4 2 
表 1 「田」 「興」 の体言ア対照表
表の 「評価」 欄で★を付けたものに基づき音調型の一覧表 (次頁) を作る。 
一覧表中で*付きは実例がな く 推定 したもの。
H 式はこ の表記法で問題ない。 しか し L 式は 4 拍以上有核の表記法が不明
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確である : 矢印方式と▲方式が混在 し、 統一がとれていない。 そこ で 「興」 で
4 拍以上 L 式有核かつ、 「田」 が掲載す る全項を取り あげて表 2 に一覧す る。 
一部表 1 と重複す る。 こ れを見て も新たに明らかにな るこ とは少ない。 4 拍 L 
2に 0 ←一0 だけでな く 0 - 0 0 も あり そ う なこ と 、 L3に 0 - ▲一 だけでな く
0 0- 0 も あり そ う なこ と以外はよ く わから ない。 
2 拍
He 0 0 
HI -0 
LO 0 - 
L2 0 ● 
3 拍
He 0 0 0 
HI ←一0 
H2 - -0 
LO 0 一→
(0 0- も) 
L2 0 -0 
4 拍
He 0 0 0 0 
HI ←一 - 0 
H2 * - -0 0 
H3 - - - 0 
5 拍
He 0 0 0 0 0 
HI ←一一0 0 
H2 * - - 0 0 0 
H3 * - - - 0 0 H4 * - - - - 0 
LO 0 - 一→ LO 0 - - 一→
L2 0 ←一0 
L3 0 一▲一 
1.2.2.2 「田」 の凡例によ るア記号の説明
「田」 の凡例 p.1 に、 アに関す る以下の記
載がある。 仮名遣 ・ 漢宇 を現行の物に、 縦書
を横書に改め、 また音調記号は本稿のものに
置換 した。
[ 引用開始 ] 1 、 日本語のアは英語等のや
[ ママ ] に音の強弱によ るのは極めて稀で、
大抵の ものは音の高低で ある。 その標記法は
種々あろ う が、 此の書では次のよ う に定めた。
(1) 発音に高低強弱の無い ものは符号を附
けない。
(2) 発音の高低は高音部の左側へ 「一 - 」













評価 拍数 田中 興津 項目数 
★ 4 0 ←一0 L2 2 
L2 4 0- 0 0 L2 1 
? 4 0-- 0 L2 1 
? 4 -0 0- L2 1 
He 4 0 0 0 0 L3 6 
L3 4 0 0- 0 L3 1 
★ 4 0 一▲一 L3 10 
LO 4 0- 一→ L3 1 
つl 4 - 0 一→ L3 1 
H3 4 --- 0 L3 3 
L3? 5 0 一▲一 - L2 1 
★ 5 0-一→0 L4 2 
L3? 5 0 一→0 0 L4 1 
LO? 8 0 0- - - - 一→ L5 1 
L4? 8 0-一▲ 一 ー ー一 L5 1 
表 2 4 拍以上 L 式有核体言の 「田」
「興」 対照表
順次低く な る ものには 「←一 」、
高まっ て行って又下るものには最高部に ・ を加えて 「一 ・ 一」 とする (中井注 : 
傍線の長さは 2 字分で上の一 - と同 じで一本の線に繁がっ てお り、 その中央部
に 「 ・ 」。 こ の凡例の 「 ・ 」 は語彙篇の▲の ピリ オ ドよ り文字サイ ズが大きい)。
尚次に例をあげて音階符号をつけてあるから大体それによっ て了解されたい。
ド ド ド レ レ レ ド ハ ミ レ ド ド レ レ ミ ハ レ ミ レ ド
だんま だいなん ゆきひ ら ぼんの く ぼ あけすけ
0 0 0 --- 0 ← 一 ー 一 0--一→ - ・ -0 
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(「あけすけ」 の ・ は傍線付き。 ・ は上記の ・ と同サイ ズ)
(3) 発音に強弱の別ある ものは強音部の左側へ 「 ・ 」 を附け る (中井注 : こ
の ・ は語彙篇では、 も っ と大き な黒丸で (2) の ピリ オ ド と は別記号で あるが、
こ こ では(2) と同サイ ズになっ ている)。 [引用終了]
「田」 の黒丸 ・ ピリ オ ドの大き さは、 大中小 3 種が混在す る。 凡例では 「中」
で統一 されてお り 、 (3) の 2 拍 L2型の第 2 拍 と 、 (2) の傍線左側に加え られた
ものの大き さは同 じである。 と こ ろが語彙篇では、 (3) の 2 拍 L2型の第 2 拍は
「大」、 (2) の傍線左側のものは原則 「小」 ( ピリ オ ド) で、 「中」 はない。 但 し、
(2) の傍線左側の物は 1 例だけ 「大」 がある : 「だんなん し (旦那衆)」 0 -●一 
0 ) (p 73) のナの傍線右側の丸が 「大」。 このよ う な凡例と語彙篇の大小の不
統一が、 国書刊行会復刻版の ピリ オ ド削除の原因の一つで あろ う。
上に引用 した 「田」 の凡例につき、 前節で述べた 「興」 との対応関係 を考慮
に入れた上で検討する。 上記順序と異なるが、 (1) (3) (2) の順に述べる。
(1) 「発音に高低強弱の無い もの」 は、 上述のよ う に He をさす と思われるが、
語彙篇ではア記号が脱落 した他の型の語も含むと 思われる。
(3) 「発音に強弱の別ある もの」 の強音部とは、 2 拍 L2型の拍内下降 を伴 う
2 拍日 を さす と思われる。 3 拍 L3等も あり う るが 「田」 に実例はない。
(2) 3 項の う ち、 こ の (2) は も っ と も難解で ある。 まず、 (2) 末尾の用例のア
型は、 「興」 との対応から、 だんま He (牝馬) 、 だいなん (大海) H3、 ゆきひ
ら (行平 [土鍋] ) HI、 ぼんのく ぼ (盆窪。 語彙篇はボンノ ク ソ) LO、 あけす
け (明け透け ? 語彙篇にな し) L2 と思われる。 通常の音調表記だ と、 「だいなん」
がレ レ レ ド H3だ と す る と 、 「だんま」 Heはレ レ レ と すべき だ ろ う が、 こ こ で
は ド ド ドで、 He を 「低平」 の音階で示す。 こ れは戦前の東京ア辞典で無核型
が傍線な しで あるこ と と 関係す るか。 あるいは物理的に He語頭拍の FO値が H 
式有核のそれよ りやや低いのかも しれないが未詳。
次に (2) の記述を A~ D の 4 点から考察 しよ う。
A 「高ま っ て行っ て又下る ものには最高部に▲ を加 えて 「一 ▲一」」 とは L 
式有核 (語末核を除く ) の場合だろ う。 - をどの範囲に付けるかが不統一だが、
ご く 少数の例外 を除き、 少な く と も▲と 前後 1 拍の合計 3 拍には付いてい る。
B 「高音部の左側へ 「ー一」」 は、 H 式有核の、 核までの高音部に付い てい
る。 Heは (1) にあるよ う に無印で ある。 ま た L 式の最高拍に も使 う : 2 拍 LO 
0 一、 3 拍 L20 - 0 に多 く の例があ り 、 それ以外に も少数ある。 但 し、 2 拍
LO・ 3 拍 L2以外は ACD のどれかの方法を取るこ と が多い。
C 「順次高 く な る ものには 「一→」」。 こ の記号は L 式無核の 2 拍目以降語末
まで付け るのが原則。 しか し例えば 5 拍 L4型に 「 0 - 一→ 0 」 の例があ る。 
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こ れは上記 A に従えば 「 0 - - ▲一 」 等 と 表記 さ れそ う で、 実際その例も あ
る : 「ばん じ よづ ち 0 -一▲一 (番匠槌) 」 (p 91仮名表記 を少 し改めた。 こ
の語は 「興」 にはない) 。 さ ら に上記 B からすれば 0 0 0 - 0 の表記も可能だ
ろ う。
D 「順次低 く な る ものには 「←一」」 は、 HI の語頭から 一 2 番目の拍まで付
け るのが原則。 しか し L 式有核の 4 拍 L2に 0 ←一0 (つばく ろ (燕) p 61) の
例がある。 4 拍 L2は一 ▲一 0 や 0 - 0 0 の表記も可能だ ろ う (- ▲ 一 0 の実
例は上記引用文の 「あけすけ」 のみ。 語彙篇に実例な し)。
以上の諸点 を考慮に入れて L 式の表記 を考え る と 、 LOは、 ①一→ を使っ た
物と②一 を使っ た物の両方が可能。 L 式有核は、 ①一→か←一 を使っ た物 [方
向観 ] 、 ②一 を使っ た物 [段階観 ] 、 ③▲を使っ た物 [方向観十段階観 ] の 3 通
り が可能。
上記凡例の考察 を も と に型の一覧表 を再度作成す る。 *付きは新たに付加 し
た音調型で、 語彙篇ア記号付き体言全項目リ ス ト に例が見られない ものである。 
なお、 誤記誤植が疑われる ものを除き、 こ の枠組で本書全体のア を扱える。 
LO 0 _ 






















* 0 0 0- 
0 ←一0 
0- 0 0 
ー▲ 一 0 
* 一▲ 一 一 
* 0 一→0 
L3 0 0 -0 
































































1.2.2.3 動詞のアク セ ン ト
「田」 のア記号付き動詞項目の う ち100が 「興」 に も ある。 両者のア を表 3 
(次頁) に対照する。 拍数欄左側数字は終止形の拍数、 右側の数字は 5 が 5 段 ・ 
1 が 1 段活用 を示す。 ア欄は名詞同様 「興」 と一致す る ものに★、 それ以外の
ものにア型 をあげ る。 体言のアの枠内で扱え る。 「田」 と 「興」 のアはこ こ で
もかな り一致す る。 「田」 のア を纏める と以下のよ う にな る。
25 He 0 0 25 LO 0 -
31 He 0 0 0 31 LO 0 一→
35 He 0 0 0 HI ←一0 35 LO 0 一→
41 He 0 0 0 0 HI ←一一0 41 LO 0 一→
45 He 0 0 0 0 HI ←一一0 45 LO 0 一→
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31 は LO (京阪都市部に同 じ) 、 35 ・ 41 ・ 45は He ・ HI ・ LO (HI は京阪都市部
にはない) である。 35 ・ 41 ・ 45の HIの残存は 「田」 「興」 でそれほど違いがな
い。 但 し 「田」 で Heに見え る ものの一部は記号脱落の可能性があ り 、 実は
「興」 よ り HI が多い可能性も ある。 
拍数 ア 田中 興津 語数 
25 ★ 0 0 He 3 
25 ★ 0 _ LO 5 
31 ★ 0 0 0 He 6 
31 ★ 0 一→ LO 3 
35 ★ 0 0 0 He 20 
35 LO 0 一→ He 1 
35 HI ←一0 He 1 
35 ★ 0 0 0 HI 4 
35 ★ ←一0 HI 17 
35 HI ←一0 HI、 H0 1 
35 ★ 0 一→ LO 1 
41 ★ 0 0 0 0 He 8 
41 HI ←一 -0 He 3 
41 HI ←一 - 0 He、 H1 1 
41 HI ? ←一0 - HI 1 
41 ★ ←一 - 0 HI 3 
41 ★ 0 - 一→ LO 2 
45 ★ 0 0 0 0 He 9 
45 He 0 0 0 0 HI 2 
45 ★ ←一 - 0 HI 1 
45 He 0 0 0 0 H2 1 
45 ★ 0 - 一→ LO 1 
51 LO? 0 0 - 一→ He 1 
51 HI ←一 - -0 He 1 
55 ★ 0 0 0 0 0 He 1 
55 HI ? ←一 -0- He 1 
65 ★ 0 0 0 0 0 0 He 1 
65 HI ? ←一 - -0- He 1 
表 3 「田」 「興」 動詞アク セ ン ト対照表
表 4 で 「興」 の掲載有無と無関
係に、 35の HI の残存 を高知 ・ 徳
島 と 比較す る。 35の HI のみ を扱
う のは該当語数が多い ため。 高知
に HI が最 も よ く 残 る こ と が予想
されるので土居 ・ 浜田 (1985) で
HIの語を全部抜き出す (表 4 上半
分) 。 表中** を付け たのは意味や
田中 興津 徳島 高知 見出 し 意味 
0 0 0 He He HI あずる 持て余す 
0 0 0 HI な し HI もがる 故意に反抗す る。 
0 0 0 HI*★ HI ** HI ** いの く 動、静かに少々 動 く 
0 0 0 な し He HI やつす 飾、 おめか し する 
0 0 0 な し HI HI う つす 器物の中の物 をあける 
0 0 0 なし HI HI ま ざ く 間引 
0 0 0 なし HI HI ★★ かやす 反吐をは く 
0 0 0 な し な し HI いの ぐ 凌、 困難から 離れる 
←一0 HI HI HI あら く 間が開 く 
←一0 HI HI HI かぶる 口を大き く 開 いて喰ひつ く 
←一0 HI HI HI ** いがる 駄々 をこ ねる 
←一0 HI HI Hi t 段か ほせ'る ほせ、< る 
←一0 HI HI ** HI かかる 合格する 
←一0 HI HI ** HI ** せせる 少許の地所等 を取り 込む 
←一0 HI HI ** HI ** ねずる 
←一0 HI な し HI かず く 頭の上力、らすつ ぽり と 被る 
←一0 HI な し HI ** あが く 寝癖が悪い 
←一0 HI 、 H0 HI HI かた ぐ 担 




←一0 な し HI *★ HI ** よぼる 器物から こぼ れる 
←一0 な し な し HI う く°う 灸跡が化膿す る 
←一0 な し な し HI かた ぐ 掠奪婚 
←一0 な し な し HI かぶ く 稻が実 って穂 が垂れる 
←一0 な し な し HI しわる 携、 曲る 
←一 0 HI He な し た ぐる 咳 をす る 
←一 0 な し HI He せぶる 他人よ り物を せがみ取る 
←一 0 HI He He どやす 殴打す る 
←一 0 He HI He へずる 一部分を分ち 取る 
←一 0 な し な し He へばる 粘着する 
←一 0 な し な し He、 H1 ぐずる 強請る 
表 4 「田」 「興」 徳島 ・ 高知 3 拍 5 段 HI 対照表
語形が少 しずれる もの。 表から分かるよ う に 「田」 He ・ 高知 HI が 8 語ある。 
また 「田」 HI で、 徳島 ・ 高知の片方が Heの語も表 4 下半分に示す。 表から 6 
語が該当 し、 先の 「田」 He高知 HIの 8 語に近い数である。 この 6 語は類別語
彙を含まず、 アの出自不明瞭な語が多いが、 表上の 8 語には 「動 く 、 移す、 や
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つす、 返す」 等 2 類語が含まれ、 これらは明らかに HI 出自。 HI →Heへの変化
が起こ り かけか、 HI のア記号脱落で Heに見え る語が含まれるかのいずれか。 
後述形容詞アから考えて後者の可能性が高い。
なお中澤 (2012) は本辞典も含め、 淡路では 3 拍 1 段 2 類の変化が3 拍 5 段
2 類に先行す るこ と を示す。 京阪都市部と順序が逆のよ う だが、 3 拍 5 段 2 類
が少 しつ長期に亘る合流変化だっ たのに対 し、 前者が諸活用形からの類推によ
る短期間の変化でその時期が地域によ っ て異なっ たのだ ろ う。 「田」 掲載の動
詞全部のア をあげるべき だが紙幅の都合で省 く 。




が 「興」 にある。 
両者のア を表 5 
に対照す る。 ア
欄は 「興」 と一 
致す るものに★、
それ以外に 「田」
拍数 ア 田中 興津 語数 
2 ★ -0 HI 1 
3 ★ ←一0 HI 15 
3 H2 -- 0 HI 1 
4 ★ 0 - ▲一 L3 1 
4 H3 --- 0 H2 14 
5 H4 ----0 H3 4 
6 He? 0 0 0 0 0 0 H4 1 
6 H5 ----- 0 H4 2 
7 H6 ------ 0 H5 1 
7 H6 ------ 0 L5 1 
表 5 「田」 「興」 形容詞ア対照表
のア型 を示す。 形容詞アは 「田」 と 「興」 で異なる。 
3 拍まではほぼ同 じだが 4 拍以上はほぼ 「田」 が H 
式 一 2 、 「興」 が H 式 一 3 。 「田」 が中央式周辺部
に多い形である。 表 6 に 「田」 の形容詞アの全項目
拍数 ア 田中 語数 
2 L O 0 _ 1 
2 HI -0 1 
3 HI ←一0 23 
3 H2 --0 2 
4 L3 0 - ▲一 2 
4 He? 0 0 0 0 1 
4 H3 --- 0 26 
5 L4 0 - 一▲ 一 1 
5 He? 0 0 0 0 0 4 
5 H3? ---0 0 1 
5 H4 ----0 11 
6 L5 0 - - 一▲一 1 
6 L5? 0 0 0 - ▲一 1 
6 He? 0 0 0 0 0 0 2 
6 HI ? ←一 -0-0 1 
6 H5 -----0 5 
7 L4? 0 - 一▲ 一 - - 1 
7 H6 ------0 3 
表 6 「田」 形容詞ア全項目
をあげ る。 上記原則の例外 と な る語が若干 あるが、 Heに見え るのは全て記号
の脱落だ ろ う。 3 拍に H2も あるよ う に見え るがそ う は考えに く い。 H2は コ ト
イ (多忙) ・ コマイ (細かい ・ 小 さい) の 2 語だが、 前者は 「興」 ・ 他方言に
情報な し。 後者は高田 (1985) で HI ・ H2だが土居 ・ 浜田 (1985) で HI なの
で、 H2出自ではない可能性が高い。 5 拍は H4が原則だが、 例外と して H3の
カイ ダルイ (--- 0 0 ) がある。 これは 「掻い 十だ るい」 の語源から あり え
な く はない (但 し徳島は H4)。
1.2.2.5 「緒論」 の例文
「田」 の 「緒論」 p 6で、 東京語と淡路語のア例文 を対照す る。 東京語は神
保 ・ 常深共著のア辞典によ ると す る。 記号は上同様置き換え る。 
イ マ ワ サク ラ ヤ ナ タネ ノ ハナザカ リ デス
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0 ←一 - - - 0 0-0 0 - - -0 0 0 0 
LO H3 L2 H3
オモテデ アソ ブニワ ヨイ テ ンキデス
0--0 0--0 0 -0 - 0 0 0 0--0 0 0 0 0 0 0 0- ←一0 0 0
H2 He LO HI
ヵ ルイ ワ ナガ レ オモイ ワ シズム
0-0 0 0-0 0-0 0 0 0 0
←一0 - ←一0 ←一0 - 0 0 0
HI HI HI He 
3 例文のう ち上 2 つは神保格 ・ 常深千里 『国語発音ア辞典』 (厚生閣) 昭和
18年第19版 pp 23 -24にあるが、 最下は未詳。 神保他は辞典本体では東京アの
平板型 を傍線な しで表記するが、 この例文では低高_. と して高部分に線 を引 く 。 
従っ て最下例文のシズムは準ア を考えなければ 0 - - とすべき だ ろ う。
「淡路ア型」 欄に 「田」 の記号から帰納 されるア型 を私が記 し た。 最後の例
文の、 カルイ ワ ・ オモイ ワの←一 0 - におけ る最後の一 はカルイ と オモイ を対
照 して助詞を卓立させた音調か誤植か。 一旦下がっ て 0 になっ た後に一 が再度
現れる誤植は 「田」 に多い。 第 2 例文のアソ ブ 0 0 0 は 1 類所属で、 中央式で
も Heが古形だが各地で LOに変化 してい る。 古形の表記であろ う。
1 .2.2.6 田中のアク セ ン ト観について
以上から 「田」 の音調記号は音調型と 1 対 1 になっ ていない部分や誤植の類
を除き、 現在調査不能な世代のア資料と して有用であるこ と がわかる。
「田」 の序文には東條操 ・ 柳田国男が指導と援助 を した と あるが、 指導が淡
路アにまで及んだ と は考えに く い。 「田」 が段階観によ る東京ア記述 を参照 し
て淡路ア を記述 しよ う と したが、 方向観の観点 も必要と 考え、 それ を記号に反
映させた。 しか しそれが不徹底だっ たため、 音調型対記号が 1 対多の部分が多
く 残つたのだ ろ う。 「田」 の記号は独自の考案 と 思われる。 1934年当時、 京阪
式ア を一貫 して方向観で解釈 した人に池田要がある。 その卒論作成は1931 年頃
ら し く (上野2002 p 3) 、 池田のほ う が早い。 体系と して整備 されて もい る。 
しかし池田論文公開は日本方言学会編1942 『日本語のア』 ( 中央公論社) だか
ら、 相互に独立に研究 したのだ ろ う。 「田」 はア研究史上も重要である。 
2 . アク セ ン ト規則の有効性について
本節では共通語アの形態音素論的規則 (複合名詞、 外来語等々のア規則) と
その有効性について述へる。 具体的には以下の 2 点を考察す る。 (a) 単語ア予
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測のための規則の数 ・ 内容、 各規則の一般性 ・ 有効性。 語彙の使用頻度等によ
る順位と規則の有効性と の関係。 (b) 規則から ア を予測できず一つずつ記憶が
必要な語彙の量や順位との関係。
2.1 アク セ ン ト教材における規則の扱いと問題点
日本人向けの共通語ア教材 ・ 参照資料は戦前から数多い し、 最近は外国人向
けの共通語ア教材も一定数ある。 日本人向けで最も包括的なのは秋永編 (2010、
2014) で、 辞典の全見出 しに100のア習得法則の番号を振る。 これ 1 冊で一応
実用上はかな り 事足 るが、 「法則」 と い っ て も傾向に留ま る ものも多 く 、 中に
は 「法則ら しい ものがない」 (和語の単純名詞等) ものも 「法則」 と して掲載 ; 
量が膨大で取つつき に く い面がある ; 他の共通語ア記述研究を参照す る と若干
補訂が望ま しい法則 も ある ; 今では殆 ど使 う人がない古い アやア法則 も掲載
(但 しア変化 ・ 伝統アの資料と しては非常に有益) 等の問題がある。
一方、 主に外国人向けの教材は個々の語のアよ り 規則性に重点を置いた もの
が多い。 例えば、 田中他 (1999) 、 東京外大留学生日本語教育セ ンター (1999) 、
河野他 (2004) 、 戸田 (2004) 、 中川他 (2009) 等。 しかし、 どれも規則の網羅
性はな く 、 どんな理由で選んだかを明示 しないまま、 い く つかの規則 を提示す
るのみである。 反対に規則よ り個々の語のアに重点をおいた教材に磯村 (2009) 、
内堀他 (2008) 、 0JAD (峯松2014) 等がある。 活用形別、 意味分野別、 拍数 ・ 
ア型別、 旧 JLPT 級別、 日本語教科書別等、 配列や検索方法に様々な工夫が見
られるが、 規則は殆ど明示せず、 まずは記憶 しよ う とい う形 を取る。 しか し、
アを正確に習得 したい外国人にと っ て本当に望ま しい教材 ・ 参照資料集は 「こ
こ までは規則 を覚えればアが予測でき るが、 後は個々の語のア を記憶 し なけれ
ばな ら ない」 とい う仕分け を した上で、 規則 と個々の語のアの両方 を提示 した
包括的な ものである。 最近は中国人等にはアに関す る知識が豊富な一定数存在
する : ア記号が理解でき、 音調型の知覚もネイ テ ィ ブに比較的近く 、 ポピュ ラー
なア規則は知つてい る とい う、 アに関す る上級 ・ 超級者が増加 してい る。 そ う
い う人向けの教材が必要だが、 現在そのよ う な ものは見当た ら ない。 秋永上掲
書は上の問題に加えて学校文法の枠で書かれてい るこ と も あり 、 そのままでは
使いに く い。
2.2 作成資料の概要
そこ で筆者は新たに、 各項目につき、 カナ ・ 漢字表記、 ア記号 (数字、 見出
しに下降位置) 、 ア規則、 規則のために必要なア以外の諸情報 (語源情報 [ ア
のために必要な場合に限る ] 、 拍数、 2 要素以上から な る場合の各要素の拍数、
語種、 ア分類に必要な範囲での品詞、 旧 JLPT の級、 BCCWJ 短単位語彙表と
Tone 他2013 の順位等) を付けた主に外国人向け資料集 を作成 して部分的に小
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ク ラ スで試用 してい る。 それを分析用に改訂 した資料を本稿で用い る。
外国人のための語彙リ ス ト は種々あるが、 語彙ラ ンク付き が便利で ある。 そ
れに該当 し、 2014年 8 月17 日現在全体が公開されてい る ものに、 国際交流基金
他 (2002) (以下 「旧 JLPT 語彙」) 、 Tone 他 (2013) (以下 「頻度辞書」) 、 松
下 (2011) 等がある。 本稿では、 松下 (2011) は BCCWJ に依存する部分も大
きいので省き、 それ以外の 3 つ を対象に考察を行 う。 BCCWJ の短単位は長単
位よ り 旧 JLPT 語彙の見出 しに近 く 、 形態素 を組み合わせるこ と で同数の項目
で よ り多 く の語 を含められる利点がある。 日本人の馴染み度の使用 も望ま しい
が今回は省いた。
万能語彙リ ス ト ・ 順位はあり えず、 どの資料も使用目的によって短所も持つ。 
例えば旧 JLPT 語彙につき押尾他 (2008) 、 旧 JLPT 語彙 ・ TM 語彙につき スル
ダノ ウ、ィ ッチ他 (2013) 等参照。 しか し どれも客観的手順に従っ て作られた も
ので一定の有効性は持つ。 また複数の尺度によ っ て調査の客観性が高ま る。 な
お旧 JLPT 語彙は新 JLPT 語彙や 「日本語学習辞書科研」 (砂川2013等) の辞書
等が公開されれば、 それらに置き換え られよ う。
本稿の対象語彙は、 旧 JLPT 語彙全項目、 頻度辞書のほぼ全項目、 BCCWJ 
短単位語彙表の順位 (rank) 1 ~ 8000までのほぼ全項日である。 但 し付属語や
それに準ずる項目、 用言の活用形は原則 と して扱わない。 BCCWJ を8000まで
に限っ たのは旧 JLPT 語彙数と ほぼ同数と い う こ と も あるが、 後述の如 く 順位
の低い語は規則によ る予測性が高ま り 、 個々の語の暗記の必要性が薄れるから
で あ る。
項目の立て方は資料ごと に異なるが、 相互対照が必要な場合最も細かく 分け
てい る ものによ っ た。 ま たア を考察す る上で 2 項目以上に分けたほ う がよい場
合は、 3 資料と も 1 項目と していて も分割 した。 例えば 「明日 (あ した) 」 は
名詞 3 、 副詞 0 だから分割 して 2 項目と した。 各資料の単位が異な るために見
出 しが異な る場合 も、 各々の項目 をそのま ま採用 した。 例えば旧 JLPT 語彙は
「御馳走」、 BCCWJ は 「馳走」 が見出 しに立っ てい るので両方の項目を立てた。
語彙の順位付けの規準や日的は資料ごと に異なるので、 語彙リ ス ト には相違
がある。 しか し共通点も あり 、 ご く 大雑把には旧 JLPT 初級語彙ほど他資料で
順位が高い と 言え る。 紙幅の都合で詳細は略すが、 旧 JLPT 語彙 を基準に簡単
に比較してお く 。 旧 JLPT 語彙は 4 → 1 級の順に774、 703、 3648、 3024項目で、
う ち621項目が BCCWJ にない。 残る7528項目の BCCWJ 語彙の平均順位は、
旧 JLPT の 4 → 1 級の順に2890、 2810、 6439、 10433。 同 じ く 、 旧 JLPT 語彙の
う ち4443項目は頻度辞書にないので、 残る3706項目の頻度辞書の平均順位は、
旧 JLPT の 4 → 1 級の順に1237、 1547、 2474、 3149と なる。 
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2.3 アク セ ン ト記号 ・ 採用するアク セ ン トの基準
ア記号は核の有無と位置を数字で示す方式によ るが、 特に造語成分の う ち後
部要素 と な る ものは逆算指定によ り 、 前部要素が 3 ・ 4 拍の場合のア を示す。 
前部要素と なる造語成分は後部要素の初頭から数えた核位置 ( 十1 、 十2、 十3-) 
で示 し、 この場合も後部要素は 3 ・ 4 拍の場合を想定する。 付属語 ・ 用言の活
用形は本稿では原則と して扱わないが、 挨拶表現 (例えば 「おはよ う ご ざいま
す」) 等のアの考察に必要な範囲は含める。 2 節末の表 7 規則13~ 15を参照。
個々の語のアは秋永編 (2010、 2014) 、 『日本国語大辞典第 2 版』、 NHK 放送
文化研究所編 (1998) 、 山田他編 (1989、 2012) 、 馬瀬他編 (1985) や、 最近の
社会言語学的調査報告 を参照 して一つに絞っ た。 一つに絞る際の規準は、 ①で
き るだけ規則で説明でき る部分を多 く 、 また規則 を単純な ものにす るこ と、 ②
新 しい ア を優先す る こ と の 2 点で ある。 ①は習得 を容易にす るための もので あ
り、 ②はと く に外国人の場合は若い世代が中心で、 同世代の日本人と コ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ンす る機会が多いためである。 日本人は朗読ボラ ンテ ィ ア等の高齢者
の場合も あるが、 やはり相対的には若い世代が多いので この方針 をと っ た。
①と②の規準は合致す る場合が多い。 アは変化の結果、 よ り単純 ・ 合理的に
なるこ と が多いからで ある。 稀に①と②が衝突す る場合は原則と して①を優先
させたが、 その結果稀な型や古すぎる型になる場合は②に合致する型 を採っ た。
例を挙げる。 複合動詞 ・ 形容詞は 0 を採 らず一 2 で統一。 「地獄」 は3,0だが、
0 が新で 1 拍十 2 拍漢語の規則的 ・ 主流アなので 0 のみを採用。 無声化は下降
位置がずれないアのみ採用。 一方外来語の平板化にはそれほど積極的ではない。 
若い世代もまだ有核優勢で、 平板化は外来語ア規則の例外だからである。
新アの積極的採用は規範性 ・ 伝統性を重視す る立場からは非難 されよ う。 し
か し、 アではないが、 海外の教室で鼻濁音を習っ た外国人が来日 してみる と周
り に鼻濁音を話す人がいないので棄て るこ と が多い (竹村2004)。 また、 文法
性判断も超級外国人は若い日本人と一致するこ と が多い (金澤2008) 。 従っ て
古い複雑なアや規則 を教えて も結局それを棄てて しま う可能性が高い。
本資料のアは 「簡約ア」 と言えるが、 現実に首都圈出身者の調査で報告され
ていない型は採用 していない。 首都圏出身者が使わない アで も首都圏出身者の
発音評価が下がらない場合も ある (「行かない」 3 な ど。 松崎他2005。 無核動
詞十ナイ のナに核がある型は、 首都圈はと もかく 日本各地で共通語的アと して
使 う からだ ろ う ) 。 しか しそこ までは踏み込ま なかっ た。 と も あれ従来のア辞
典の記述にと ら われてい る人にはそ う 思えないかも しれないが、 現実の首都圈
アの多様性から考えて、 本稿の簡約化の程度は非常に低い ものである。 
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2.4 アク セ ン ト規則
全項目について該当するア規則 (表 7 ) を付けた。 ア規則は本資料の語彙の
範囲で必要な ものに限っ た。 こ のよ う な制約はあるが本資料の規則はそれな り
の網羅性と 有効性を持つ。 も ちろんさ らに改善が必要。 適用範囲の狭い規則 を
どこ まで載せるかは大き な問題だが、 原則と して特定形態素のみに該当する規
則は、 2 資料以上に各々10以上該当項日がある場合を除き省いた。 規則作成は
全般的には本資料からの帰納と秋永編 (2010a、 2014) によ り 、 部分的に窪菌
(1995) 、 同他 (2005) 、 佐藤 (2002) 、 田中 (2008) 等も参照した。 言うまでも
な く 1 項目に複数の規則が適用 される場合がある (表 9 注参照)。 なお BCCWJ 
の順位8000以下の語も含めれば若干規則の追加変更が必要にな るが、 それほど
大幅な ものではあり えない。
共通語ア規則は戦前からの研究の蓄積があり 、 秋永編 (2010a、 2014) はそ
れを統合 ・ 改善 した もので ある (秋永2010b) 。 当然ながら本稿の個々の規則 も
それほどオリ ジナルではあり得ず、 本稿で扱 う資料の説明に必要十分な ものを
取捨選択 し、 多少改善を加えた ものである。 紙幅の都合で各規則は圧縮 してい
る 。
規則には例外が付き もので、 例外の場合はその旨 を記す。 規則はな るへ く 例
外 を少な く す るよ う設定 したが、 規則があま り に細か く 煩雑にな る場合は例外
に収めた。 ま た傾向に と どま る ものも、 傾向から外れる ものを例外 と して扱っ
た。 こ のよ う な処置によ っ て、 例外的語彙のアだけ記憶すればよい よ う にな る。 
例えば、 動詞辞書形のアは周知のよ う に 0 か一 2 が原則だが、 こ のままでは規
則と は言い難い。 「n 拍にある n十 1 個の型のどれか」 と言 う よ り はずっ と よい
が、 語ごと に 0 か一 2 かは記憶 しない といけないからである。 ご く 基本的な語
彙を除き 一 2 のほ う が 0 よ り所属語数が多いので (表 1 ~ 3 規則番号 2 ) 、 本
資料では一2 を規則的な型と して立て、 0 を例外と して扱 う。 この方式だと例
外の 0 の語に注目 して記憶 し、 未知の語に出会っ た場合と り あえず一 2 にす る
とい う方略をとれる。 この動詞アの特徴は早く に日本人向けの田代 (1953) 等
が指摘 してい るが、 不思議に最近の外国人向け教材は採用 してい ない。 また諸
規則のすべてにこ の方式 を採用 した ものはない よ う で ある。
2.5 語種
語種は BCCWJ の他 『日本国語大辞典第 2 版』 を参照 した。 漢語 ・ 外国語起
源で も日本語に馴染んでいてアからは和語扱い したほ う がよい場合、 そのよ う
に扱っ た。 また和 ・ 漢 ・ 外のいずれか不明の場合も和語扱いがア上好都合な場
かわら う ま
合が多いのでほぼ同様に処置 した。 例 : 「考え る、 瓦、 馬」。 混種語は各要素
の語種を記すが、 ア規則に当てはめる場合特定語種の規則 を適用 した。 
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2.6 全般的な規則の有効性
有効性は規則 ごと に様々だが、 全体と しては旧 JLPT 語彙71%、 BCCWJ 語
彙72%、 頻度辞書68% と 、 約 7 割が規則的である (表 8 最下端平均の欄) 。 本
資料はア をい く らか簡約化 してい るから、 古いアやよ り 不規則なア も取り込め
ば規則の有効性は下がる。 反面、 規則の改善によ っ てい く らか規則性 を増す形
に修正でき る可能性はあるが、 それほど大き な変更は望めないだ ろ う。 と も あ
れ、 規則はある程度は有効だが、 それだけでは説明でき ない部分もまたかな り
あ る。
2.7 語彙ラ ンク と規則の有効性の関係
語彙の順位 と 規則の有効性の関係 をみ る と 、 3 資料 と も順位が高い ( 旧
JLPT 語彙は 4 級に近い、 以下同様) 語彙ほど規則の例外の比率が高く 、 順位
が低い (旧 JLPT 語彙は 1 級に近い、 以下同様) 語彙ほど規則に従 う比率が高
く なる。 表 8 最下端平均欄によれば、 規則に従 う率は、 旧 JLPT 語彙は 4 級→
1 級の順に57、 64、 70、 79(%) 、 BCCWJは1000項目ごと (但し1000までは500 
ごと) の平均が56、 65、 70、 71、 70、 74、 76、 77、 75(%) 、 頻度辞書は1000項
目ごと (但し1000までは500ごと) の平均が55、 62、 68、 67、 72、 73(%) であ
る。 こ の数字から、 初歩の段階で規則 を教えて も例外が極めて多 く 、 効果的で
はない よ う に見え るが、 実は規則によ っ て状況が異な る。 表 7 ~ 9 の主な規則
を表 8 の 3 資料平均の有効率によ っ て分類す る と以下のよ う にな る。
【a lOe%有効】 0.1ー ン ツによ る下降位置ずれ、 1 形容詞辞書形、 3.1.1~ 
3.1.3外来語単純名詞の細則、 4.5後部 5 拍以上等の複合語、 4.6アルフ アベ ツ ト
頭文字語、 4.7混淆語 ・ 複合語短縮、 10数詞 ・ 時間関係の名詞一 1 型の副詞的
用法での 0 型化、 12.2~12.4擬音語擬態語の多く 。 【b 99-80%有効】 3.1外来語
単純名詞、 4.3~ 4.4後部 3 ・ 4拍結合名詞、 6.2.1 1 字 1 拍十1 字 1 拍漢語、 7.1 
動詞連用形からの転成名詞、 8.1~ 8.2一部の接尾辞、 11疑問語、 13.1体言十 1 
拍助詞、 ◆6.2.4 1 字 2 拍十 1 字 2 拍漢語 (◆の意味は後述)。 【c 79-60%有
効】 4.1後部 1 拍結合名詞、 4.2.1後部 2 拍結合名詞の う ち後部動詞連用形、
6.1.1前部0型の和語癒合名詞、 13.2体言十2 拍以上の助詞、 15 自立語文節十自
立語文節、 ◆ 2 動詞辞書形、 ◆3.2漢字 1 宇漢語単純名詞、 ◆6.2.2 1 宇 2 拍十
1 字 1 拍漢語、 ◆6.2.3 1 字 1 拍十 1 字 2 拍漢語。 【d 59-40%有効】 0.2 2 
重母音 al ・ ae によ る下降位置ずれ、 6.1.2前部有核和語癒合名詞、 7.2形容詞連
用形からの転成名詞、 ◆4.2後部 2 拍結合名詞、 ◆8.3 1 ・ 2 拍の漢語 ・ 和語
の助数詞。 【e 39 -20% 有効】 3 .3 和語単純名詞、 6.1 .3 前部ア不明の和語癒合
名詞、 9 和語接頭辞 「お (御 ) 」 、 13.4用言辞書形 十2 拍以上の助詞。
【f.19-0%有効】 13.3用言辞書形十 1 拍助詞、 14辞書形以外の用言活用形に助
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動詞や助詞が付いたもの全体。
n 拍に n十 1 個のア型が存在す るこ と から、 a~ d 辺 り までは規則 ・ 傾向と し
て掲げて問題な く 、 教育に も利用でき る。 と く に ab は学習者のレベルに関わ
らず有用で ある。 e は微妙だが一応残 した。 f は削除 して も よいが、 語例僅少
で今後の検証のために一応残 した。
上で◆を付けた規則 (表 2 ・ 表 3 で太字網掛け) は、 順位上位語彙で例外が
多く 、 順位下位ほど有効性が増す。 その範囲は 2 資料以上で順位最上位と順位
最下位の欄の数値の差が10%以上ある ものと した。 平均有効率が中位 (c ・ d) 
の規則に目立つ。 これらは語彙の習得が進んでから教えた方が有効と思われる。 
例えば3.2漢語単純名詞 ・ 6.2漢語癒合名詞は順位上位の語彙に限っ て規則性が
乏 し く 、 順位下位の語彙では規則的かつ数が多い (表 3 参照) ため、 順位下位
の語彙の規則の有効率を押 し上げる一因 と も な る。 なお 2 資料以上で順位が高
いほど有効性が増す規則 (◆の逆) は見当たら ない。
ウェ イ ン (2011) は姓のアについて、 基本的な語ほど例外的で 1 語ずつ記憶
が必要な ものの比率が高い こ と (数量的実証な し) 、 英語の不規則動詞と の類
似性 (例えば使用頻度が極めて高い be 動詞は不規則) を指摘 してい る。 本稿
の調査結果の う ち◆の規則はこ れを一般化 し、 数量的に実証 した ものと も言え
る。 通時的観点を含む 「基本ア型」 (和田1951) と も矛盾 しない。 但 し有効性
が順位と無関係な規則 も数多 く ある点に も注意。 なお、 本稿では姓は漢語 ・ 和
語の癒合名詞等の一部と して考察 してい る (表 7 規則 6 の注記参照) 。
表 7 アク セ ン ト 規則一覧
番号 項目 規則的なア 顕著な例外と なるア ・ 注記 (#の後) 
0 分節音と の関係 
0.1 特殊拍 (- ・ ン ・ ッ) の場合 下降位置の前ずれあり - ・ ンは稀に前ずれな し。 #不自然にな ら な い範囲でずれた型 を採用 
0.2 2 重母 音 al ・ ae の 場合 下降位置の前ずれあり 
時にずれない。 #-2の動詞の場合, 3 拍 5 段 
と 複合動詞で後部 3 拍 5 段の両者 を除きずれ 





#例外な し と して処理 したので該当語数の計 
量省略 
1 形容詞辞書形 2 
# 0 は採らず, -2のみと した, 核位置は規則 
0.1 ・ 0.2によ る下降位置ずれの場合 も含む, 
以下全て同様 
2 動詞辞書形 -2 基本的な語にかなり 0 あり。 #複合動詞は一2 のみと し た 
3 
単純名詞 (副詞 ・ 接 
続詞 ・ 感動詞 ・ 連体 
詞を含む) 
3.1 外来語単純名詞 (下 記細則以外) 4 拍以下は 1 , 5拍以上は 3 
古来の語 ・ 頻用語の 3 ・ 4 ・ 5 拍は 0 も , ま 
た専門家 ・ 若年層頻用語は拍数に関わらず 0 
も。 4 拍 「短短短短」 (軽軽軽軽) は年齢層 
や慣用度と無関係に 0 もかな り ある。 原語と 
核位置 を合わせる傾向も 
3.1.1 外来語単純名詞細則 a ( 3 拍語) 
「短長」 (軽重) で 「短」 が挿 
入母音の場合一2 
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3.1.2 外来語単純名詞細則 b ( 4拍語) 「短長短」 は 3 
3.1.3 外来語単純名詞細則 c ( 5 拍以上) 
語末 「一短長」 と , 語末 「一長 
短」 かつ 「短」 が挿入母音でか 
つ 「長」 の後半が促音 ・ 撥音の 
場合, -4 
3.2 漢語単純名詞 (漢字 1 字) 1 0 や, キクチ ツで終わる 2 拍語に 2 も 
3.3 和語単純名詞 1 ・ 2 ・ 3 拍は 1 , 4 拍は 0 。 5 拍以上は一3 
#新語 ・ 稀用語は左欄の型が多い ものの暫定 
的 
4 
和語 ・ 漢語 ・ 外来語 
の複合名詞 (結合名 
詞) 
#複合名詞は, 少な く と も一方の要素が 3 拍 
以上。 後部が単独で使われない漢語形態素を 
含む 
4.1 後部 1 拍 2 後部要素によ り 0 も 
4.2 後部 2 拍 -3 後部要素によ り 0 や一2 も 
4.2.1 後部 2 拍細則 a (後 部動詞連用形) 
0 (副詞的に動詞 を修飾する場 
合) , それ以外一3 
4.2.2 
後部 2 拍細則 b (後 
部 2 字 2 拍漢語, 後 
部 2 拍 「短短」 外来 
語) 
-2 
4.3 後部 3 拍 3 稀に 0 も , 後部 2 型は稀にその核位置を保存 し 2も 
4.4 後部 4 拍 -4 後部 2 ・ 3 (中高型) は時にその核位置を保 存 
4.5 
後部 5 拍以上, また 
は後部 3 字以上から 
な る漢語 
後部要素のア を保存 
4.6 アルフ アベ ツ ト頭文 字語 
最終要素 3 拍以上は規則4.3 , 
4.4を適用。 最終要素 2 拍は 2, 
但 し出来上がり 4 拍かつ [ _短 
短] は 0 
4.7 
出来上がり 4 拍 ・ 3 




2 要素で並立 ・ 対照 ・ 




2 単位に分かれる。 #該当語彙範囲がやや不 
明確なので複合名詞の規則に従 う場合はその 
項に送 り , 例外のみ をこ の項に掲げ る。 従つ 
て規則成立率は 0 と な るので表 2 表 3 は規則 
5 を掲載せず (該当語数僅少) 
5.1 
細則。 桁数の異な る 
複数の数字から なる 
数字 (例 : 26, 138) 
各数字に分かれる。 但 し 1 の 
数字はその後の数字と 繁がり 1 
単位 
数字 「11, 12, 14シ/ ヨン, 16, 17シチ/ナナ, 
18」 等は, 数字 「10」 が一応 1ではないが 
後と繋がり 1 単位 
6 癒合名詞 
#各要素と も原則 2 拍以下。 但 し後部 2 字 2 
拍漢語は規則4.2.2を, 前部 2 字 2 拍漢語は規 
則4.2 を適用。 人名 ・ 姓 ・ 漢数字 も こ の条件 
に合えば暫定的に規則 6 に含めた, 形態素ご 
と の個別の細則が必要 
6.1 和語の癒合名詞 
6.1.1 前部 0 0 
6.1.2 前部有核 切れ目の前の拍に核, 但 し 2 拍 十 2 拍は 0 
「名詞十動詞」 かつ前部有核の場合, 3 拍は 
1, 4 拍は 2 ・ 3も 
6.1.3 前部のア不明 出来上がり 4 拍は 0 左欄以外は様々 
6.2 漢語の癒合名詞 #原則 1 か 0 だが, そのど ち らかは以下の細 
則である程度予測がつ く 
6.2.1 1 宇 1 拍十 1 字 1 拍 1 0 が一定量あり , 1 がご く 少 し 
6.2.2 1 宇 2 拍十1 字 1 拍 名詞的意味を持つ場合 1 , 動詞 的意味を持つ場合 0 
名詞的意味で も 0 , 動詞的意味で も 1 の場合 
も あ る 
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6.2.3 1字 1 拍十 1 字 2 拍 0 1 が少 し (主に名詞的意味) 
6.2.4 1 字 2 拍十 1 字 2 拍 0 1 も少 し (古く からの語, 結合度が弱い語等) 
7 転成名詞 
7.1 動詞連用形から 
0 型動詞連用形からは 0 , 有核 
動詞連用形からは 3 拍以下で
1, 4 拍以上で 0 
7.2 形容詞連用形から 連用形と同 じ ( 3 拍は 3) 辞書形のアが古 く 0 だっ た ものは 1も 
8 接尾辞 #原則と して複合 (結合) 名詞 ・ 癒合名詞に 準ず る ものが多いのでその項参照 
8.1 
「さ ん ・ 様, た ち ・ 
ら (複数) 」 
それが付 く 名詞のア をそのま ま 
保存 
但 し 「た ち ・ ら」 は平板型には低 く 付 く 
8.2 
「か」 で終わる形容 
動詞 , 「 さ」 で終わ 
る形容詞からの派生 
名詞 
-3 # 「 さ」 で終わる形容詞からの派生名詞は 0 や 一2の語 も あるが, 規則 1 と の関連で左欄 
は一3 で統一 した 
8.3 1 ・ 2 拍の漢語 ・ 和 語の, 助数詞 
数字の長 さ に関わらず , 数字末 
尾に核 
#例外 をい く つかのパ タ ンに分類で き るが省 
略。 3 拍以上の助数詞は結合名詞に準ずる 
9 和語接頭辞 「お (御) 」 
後部が 3 拍以上は結合名詞に準 
ず る ものが多い。 但 し , 動詞連 
用形に付 く と 0 。 後部が 2 拍以 
下でかつ 0 型名詞に付く と全体 
が 0 。 こ れら以外は右欄 
後部 2 拍以下は左欄 を除き一つずつ覚える必 
要があ る。 
#漢語系のものは漢語の結合名詞 ・ 癒合名詞 
に準ず る 
10 数詞 ・ 時間 を表す名 詞の副詞的用法 
名詞的に一1は, 副詞的用法で0 
と な る。 名詞的に一1 以外は副 
詞的用法で も同 じ 
11 疑問語 1 
12 擬音語擬態語 
12.1 ABAB 型 副詞的に 1 , 名詞的に 0 # 「名詞的」 は 「~ の, ~ だ, ~ になる」 
12.2 A ん B り , A つ B り 3 
12.3 AB り ( と ) , AB つ と , AB んと 2 
12.4 A つと , A んと 0 擬態語意識が濃い と 1 も 
13.1 体言十 1 拍助詞 体言のア をそのまま保存 助詞ノ は 1 の名詞 を 0 に変化 させる 
13.2 体言十 2 拍以上の助 詞 
有核の名詞はそのまま低 く 付き , 
0 の名詞は助詞が以下の音調と 
な る : 2 拍の助詞のアは 1 。 複 
数の助詞が繋がり 2 拍以上になつ 
た場合は 1 番目の助詞の末尾に 
核 
左欄のア以外は不規則。 不規則な ものの例と 
して , 有核体言 を 0 に し , 助詞のアが現れる 
もの, 少数ながら 1 拍助詞と 同 じ く 体言のア 
をそのま ま保存す る も の等があ る 
13.3 用言辞書形+ 1 拍助 詞 
-2の動詞の後 には そのま ま , 
0 の動詞の後には助詞が低 く 付 
く (全体が一2) 
体言につ く 規則的な助詞同様, 体言のア をそ 
のまま保存す る場合 も少数だがある , #体言 
と 規則的な型が異な るので注意 
13.4 用言辞書形十2 拍以 上の助詞 
-2の動詞は助詞 がそ のま ま 低 
く 付き , 0 の動詞は助詞が自身 
のア を持つ ( 2 拍の助詞のアは 
1。 複数の助詞が繁がった場合 
は 1 番目の助詞の末尾に核) 
左欄以外は不規則。 不規則な ものの例と して, 
有核体言 を 0 に して助詞のアが現れる もの, 
用言辞書形につ く 1 拍助詞同様, -2の後に 
はそのま ま , 0 の後には助詞 が低 く 付 く (全 






動詞辞書形が 0 か一2 かにかか 
わ らず , 全体が一2 (例 「~ ま 
す」) 
但 し助動詞の活用によ リ ア も変化。 また例外 
的助動詞に 「動詞辞書形 0 は全体が 0 , 動詞 
辞書形 一2 は全体で様々な核位置」 等複数パ 
タ ンあり 細則必要。 #左欄は挨拶表現 (JLPT 
語彙の 3 ・ 4 級に集中) を念頭に作成。 他を 
念頭に入れるな ら変更必要 
15 自立語文節十自立語 文節 原則と して各自立語のア を保存 
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類別語彙表は方言ア調査やア史研究だけでな く 、 有型アが母方言の日本人が
他方言ア を習得する際に有用である。 外国人で も共通語アの後で方言ア を習得
しよ う とす る人には役に立つ。 しか し、 方言ア調査語彙や方言ア教材の資料と
しては、 類別語彙は以下の問題 を持つ。 ①史的変遷の観点を考慮に入れた もの
だから現代語 ・ 各地の方言ではあま り使わない語も含む、 ②共通語 ・ 共通語ア
の影響で各地の方言の語彙 ・ アが変化 し、 アが伝承されに く く なっ てい る語が
増えてい る、 ③生活変化等で以前な ら基本的単語だっ たが稀用語になっ た もの
がある。 したがっ て、 現代語から語彙 を再検討す るこ と は意味がある。
本稿では主に日本人を対象に考えて、 頻度 ( 2 節で扱っ た 「頻度辞書」 によ
る) と馴染み度 (天野他1999の文字音声単語親密度と音声単語親密度の合計点
によ る。 以下 「馴染み度」) の 2 点から、 類別語彙の中から も っ と も基本的 と
考えられる単語を選び、 類別語彙表基本語編と で も言 うべき語彙リ ス ト を提示
す る。 今後種々の目的での利用が期待 される。
頻度や馴染み度は話者の地域 ・ 属性 ・ 興味等によっ て異なるが、 共通語化の
進展で首都圏一般人の判定に徐々に近づいてい るので、 と り あえずそれを用い
た。 勿論万全の判断基準はな く 、 例えば幼少年期の語彙発達関係の資料な ども
考慮に入れる必要があろ う。 また上記 2 資料には偏り がないわけではない : 前
者はやや改まっ た場面で使 う語が日立つ ; 後者は調査方法を変えれば判定結果
もかな り 変わり う る。 今後改善が必要で あり 、 以下のリ ス ト も暫定的で ある。
類別語彙で最も包括的な坂本他 (1998) の全語を対象とする。 類別は 「早稲
田語類」 を優先させ、 それにない語は 「金田一語類 ・ 同補」 を採用 した。 そ し
て頻度辞書 ・ 馴染み度と もに上位500に含まれる語、 これに該当 しな く て もい
ずれか一方で上位100に含まれる語 を採っ た。 複数の漢字表記 ・ 意味 ・ 調査文
脈がある場合、 最も高順位のものを採っ た。 体言 ・ 動詞 ・ 形容詞の順に述へる。
キ コ ヒ
体言第一次語彙 (184語) 1 拍 (10語) 1 類 : 気、 子。 2 類 : 日。 3 類 : 
エ キ テ ニ メ チ ヤ ハ アネ イ ス イ シ ヤ
絵、 木、 手、 二、 目。 X 類 : 茶、 歯。 2 拍 (122語) 1 類 : 姉、 椅子、 医者、
エ ビ カ オ カ ゼ カ ネ カ ベ キ ヤク ギ ヤク ク チ ク ニ ク ビ コ シ コ レ
海老、 顔 ・ 貌、 風、 金 ・ 鉄、 壁、 客、 逆、 口、 国、 首 ・ 頚、 腰、 此 ・ 是 ・ 之、
サケ ソ レ ダレ テ キ ド コ ト リ ニワ ヒマ ブ ジ ホシ ミ ギ ミ ズ ミ チ ムシ モ リ
酒、 其、 誰、 敵、 何処、 鳥、 庭、 隙 ・ 暇、 無事、 星、 右、 水、 道 ・ 路、 虫、 森 ・
イ シ ウェ ウ タ ウチ オ ト カ タ カ ミ カ レ カ ワ キ タ タ ビ タ メ ツ ギ ツマ
杜。 2 類 : 石、 上、 歌、 内、 音、 方、 紙、 彼、 川 ・ 河、 北、 旅、 為、 次、 妻 ・
ナ ツ ヒ ト ヒル フ ユ ホ ド マ チ ミ ナ ムネ ムラ モ ジ ユ キ アサ ア シ ア ス
夫、 夏、 人、 昼、 冬、 程、 、 皆、 胸、 村、 文字、 雪。 3 類 : 朝、 足、 明日、
アナ イ ェ イ チ イ ヌ イ ロ ウデ ウマ ウメ オヤ カ ワ キン コ ト コメ シオ シマ
穴 ・ 孔、 家、 一、 犬、 色、 腕、 馬、 馬、 果、 親、 皮 ・ 革、 金、 事、 米、 塩、 島、
セ ワ ツ キ ツチ ト キ ト シ ニク ハナ フ ー フ ク ホン ミ セ ミ ミ モ ノ ヤマ ユ ビ 
世話、 月、 土、 時、 年、 肉、 花、 風、 服、 本、 店 ・ 見世、 耳、 物、 山、 指、 、
ラ ク イ ツ イ マ ウ ミ カ ズ カ タ キ ョ ー コ コ サ ン ゼ ヒ ソ コ ソ ト ソ ラ
楽。 4 類 : 何時、 今、 海、 数、 肩、 今日、 此処、 三、 是非、 其処、 外、 空 ・ 虚 ・
チ チ ナ カ ナ ニ ハハ フ ネ ホカ ヨ レ ア キ アセ ア ニ アメ ク ロ コエ シロ
暗、 父、 中、 何、 母、 船、 他 ・ 外、 使。 5 類 : 秋、 汗、 兄、 雨、 黒、 声、 白、
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ハル マ ド ト チ ホー ア ソ ビ イ ナ カ オ ツト オワリ カオリ
春、 目lJ、 窓。 X 類 : 土地、 方。 3 拍 (52語) 1 類 : 遊、 田舎、 夫、 終、 香 ・
カ タチ クルマ コ ト シ コ ドモ サカナ サク ラ ト コロ ト ナ リ ナマエ ハ ジメ マ ツ リ ミ ナ ミ ムカ シ
薫、 形、 車、 今年、 子供、 肴 [魚 ] 、 桜、 所、 隣、 名前、 始、 祭、 南、 昔、
ムス コ アイ ダ オ ンナ キノ ー フ タ リ ミ ドリ ムスメ チ カ ラ ア タマ アマ リ イ タ ミ ウシロ
息子、 間。 2 類 : 女、 昨日、 二人、 緑、 娘。 3 類 : 力。 4 類 : 頭、 余、 痛、 後、
オ ト コ オモイ コ タエ コ ト バ _ ナガ レ ヒ カ リ イ ノ チ オヤコ コ コ ロ スガ タ ナー
ダ ウサギ
男、 思、 答 ・ 応、 言葉 ・ 詞、 流、 光。 5 類 : 命、 親子、 心、 姿、 涙。 6 類 : 兎、
オ ト ナ ナ ガサ ヒ ダ リ ク ス リ タマ ゴ ヒ ト ツ ヒ ト リ ユ タ カ ナ カマ
大人、 、 長、 左。 7 類 : 薬、 卵、 一、 独 ・ 一人、 豊。 x 類 : 仲間。
勿論諸家が通常ア調査で使用 してい る語彙と多 く 重なるが、 漢語の一部は従
来比較的調査が少な く 、 早稲田語彙では じめて採られた語もある。 全般に 1 拍 ・ 
3 拍は該当語数が少ないが、 - つには順位下位の語が多いためである。 このこ
と は 3 拍体言の諸方言間の対応が時に不明確なこ と 、 例えば中央式諸ア内部の
地域差 ・ 世代差が目立つこ と と無関係ではなかろ う。 1 拍 2 類は中央式諸アで
最近 Heへの変化が目立つが、 こ れも部分的には同 じ理由によ るか。
なお 1 拍 2 類、 3 拍 3 類な どはも と も と所属語数僅少だが、 上位語に限る と
一層乏 し く なるので、 ア調査の場面では語彙を補 う必要があろ う。
キル スル ネル クル
動詞語彙 (122語) 2 拍 (35語) 1 段 1 類 : 着、 為、 寝。 1 段 2 類 : 来、
デル ミル イ ク イル ウム オウ オク オス カウ キク シヌ シル
出、 見。 5 段 1 類 : 行、 居、 産 ・ 生、 追、 置 ・ 措、 押 ・ 推、 買、 聞、 死、 知、
ト ブ ナ ク ヒ ク ヤル ユ ウ ヨ ブ ア ウ アル カ ク カ ツ
飛、 泣 ・ 鳴、 引 ・ 曳、 遣、 言、 呼。 5 段 2 類 : 合 ・ 逢、 有 ・ 在、 書 ・ 描、 勝、
キル ス ム ツ ク ト ル ナル ノ ム マ ツ モ ツ ヨ ム
切 ・ 斬、 住、 付、 取、 成 ・ 為 ・ 生、 呑 ・ 飲、 待、 持、 読。 3 拍 (68語) 1 段
アケル アゲル イ レル カ リル キエル ステル マ ケル イ キル ル オキル オチル オリル
1 類 : 明 ・ 開、 上 ・ 挙、 入、 借、 消、 捨、 負。 1 段 2 類 : 生、 受、 起、 落、 下 ・
カケル ニゲル ノ ビル ミ エル ミ セル ワケル ア ソブ ア タル アラ ウ ウ タ ウ オクル
降、 掛 ・ 懸、 逃、 延 ・ 伸、 見、 見、 分 ・ 別。 5 段 1 類 : 遊、 当、 洗、 歌、 送、
オワル カ ワル コ ロ ス サガス チ ガウ ツ カ ウ ツ ズク ナ ラ ブ ネ ムル ノ ゾム ハ コ ブ マ ナ ブ ムス ブ ワ タ ス ワラ ウ
終、 代 ・ 替 ・ 変、 殺、 捜、 違、 使、 続、 並、 眠、 望、 運、 学、 結、 渡、 笑。 5
ウ ゴク エ ラ ブ オ コル オモ ウ カエ ス カ エ ル カ カル シ メ ス ソ ダ ツ タ ノ ム ツ ク ル ト ド ク
段 2 類 : 動、 選、 起、 思、 返 ・ 帰、 返 ・ 帰、 掛 ・ 懸、 示、 育、 頼 ・ 恃、 作、 届、
ナオス ナガス ナヤム ナ ラ ウ ネ ガウ ノ コス ノ コル ノ バス ハシル ハラ ウ ヒ ラ ク フ トル マモル モ ドル ヤス ム ユルス
直、 流、 悩、 習、 願、 残、 残、 伸 ・ 延、 走、 払、 開、 太、 守、 戻、 休、 許 ・ 赦。
ア ル ク ハイ ル アタ エル ウマレル オク レル オシエル キ コエル ツ タ エル
5 段 3 類 : 歩、 入。 4 拍 (19語) 1 段 1 類 : 与、 生、 後 ・ 遅、 教、 聞、 伝、
ハジメ ル ヒ ロゲル ワスレル アツメ ル アワセル オボエル コタ エル シラベル タ スケル ツカ レル ナガレル ノ レル モト メ ル
始、 広、 忘。 1 段 2 類 : 集、 合、 覚、 答 ・ 応、 調、 助、 疲、 流、 離、 求。
ナイ ヨ イ
形容詞語彙 (44語) 2 拍 ( 2 語) 無、 良 ・ 善 ・ 好 ・ 佳。 3 拍 (32語)
ア カイ アマ イ ウスイ オーイ オ ソイ オモ イ カ タイ カルイ ト ーイ マルイ ア ツイ
1 類 : 赤、 甘、 薄、 多、 遅、 重、 堅 ・ 硬、 軽、 遠、 丸 ・ 円。 2 類 : 暑 ・ 熱、
イ タ イ ウマイ ク ロ イ サムイ シロイ ス ゴイ セ マイ チ カイ ツ ヨイ ナ ガイ ハヤイ ヒ ク イ ヒ ロイ
痛 ・ 甚、 美 ・ 旨、 黒、 寒、 白、 凄、 狭、 、 近、 強、 長 ・ 永、 早 ・ 速、 低、 広 ・
フ カイ フルイ ホシイ ヤスイ ヨ ワイ ワカイ ワルイ カナシイ ヤサシイ
博、 深、 古、 欲、 安 ・ 易、 弱、 若、 悪い。 4 拍 (10語) 1 類 : 悲、 優。 2 類 : 
ウレシイ キビシイ クルシイ クワシイ サビシイ タダシイ タノ シイ ハゲシイ
嬉、 厳、 苦、 詳 ・ 精、 寂、 正、 楽、 激 ・ 烈。
動詞 ・ 形容詞の辞書形のアは体言よ り 単純なので、 これだけあれば、 (例外
的な方言を除き、) 短時間調査では数の上では十分だ ろ う。 但 し、 方言によ り
オル コイ
上の語彙と は異な るアにな る語 (居、 濃な ど) があればその補充が必要だ し、
やや改まっ た語も一部含まれるので、 別の基準からふるいにかける必要がある。
各類の単語数は、 動詞形容詞に比へて体言のほう が相対的に少ないので、 上
に次 ぐ頻度 ・ 馴染み度の語彙リ ス ト を挙げておこ う。 以下は頻度辞書 ・ 馴染み
28 中井幸比古
度のいずれかが上位500以内で、 も う - 方が501 ~ 1000までの語彙である。イ ケ チ ジ
体言第二次語彙 (123語) 1 拍 ( 7 語) 1 類 : 胃、 毛、 血。 3 類 : 字、
ヒ メ ユ ウシ ウメ エ ダ オ ジ オバ
火、 芽、 湯。 2 拍 (74語) 1 類 : 牛、 梅、 枝、 伯父 ・ 叔父、 伯母 ・ 叔母、
キズ キミ キ ョ ク サキ サキ サラ シワ タ キ タ ケ ツ リ テ ン ト モ ニ シ ハコ
傷 ・ 疵 ・ 瑕、 君 ・ 公、 曲、 前、 先、 皿、 皺、 滝、 竹、 釣、 点、 友 ・ 伴、 西、 箱、
ハナ ヒ ゲ ヒ ヨー フ タ べ ツ ユカ ヨ コ ヨ メ ア レ
鼻、 髭 ・ 鬚、 表、 蓋、 別、 床、 横、 嫁 ・ 婦。 2 類 : 彼 [ ア レ と読んでお く ] 、
イ ワ シ タ タ ビ テ ラ ハシ イ ケ オ ニ カ ギ カ ミ カ ミ カ メ ク サ ク ツ
岩 ・ 磐、 下、 度、 寺、 橋。 3 類 : 池、 鬼、 鍵、 髪、 神、 亀、 草、 沓 ・ 靴 ・ 履、
クマ クモ コイ サカ チエ ナ ミ ネ ツ ハカ ハラ ホネ マ ゴ マメ モ ノ モ ン イ キ ウ ン
熊、 雲、 恋、 坂、 知恵、 波、 熱、 墓、 腹、 骨、 孫、 豆、 者、 門。 4 類 : 息、 運、
カ サ ケサ タネ ツ ミ ハダ ハ リ ヒ フ ミ ソ ア オ ア カ カ ゲ サル
笠 ・ 傘、 今朝、 種、 罪、 肌 ・ 膚、 針、 皮膚、 味口曾。 5 類 : 青、 赤、 影 ・ 陰、 猿、
ナべ へ ビ オク カ ジ テ ツ イ カ リ キモ ノ コー リ タ タ ミ ツイ デ
鍋、 蛇。 x 類 : 奥、 火事、 鉄。 3 拍 (42語) 1 類 : 怒、 着物、 氷、 畳、 序 ・ 次、
ツ ク エ ネ ムリ ヒ ツ ジ フ ツ カ ミ ッ カ ミ ナ ト ト ヒ ラ ヒ ガ シ ハ タ チ ア ラ シ
机、 眠、 羊、 二日、 三日、 水門 ・ 港。 2 類 : 扉、 東。 3 類 : 二十歳。 4 類 : 嵐、
オモ テ カ ガ ミ カ タナ スマ イ タ ト エ ネ ガイ ノ コ リ フ ク ロ ワ カ レ アサ ヒ アブ ラ
面 ・ 表、 鏡、 刀、 住居、 譬 ・ 喩、 願、 残、 袋、 別 ・ 分。 5 類 : 朝日、 油 ・ 脂、
イ ト コ ハシ ラ ホ ノ ー イ ズレ カ ラ ス スナ オ セナ カ タ ガイ タ ンボ ネ ズミ ハダカ
従兄弟 ・ 愛子、 柱、 炎。 6 類 : 何 ・ 孰、 烏、 素直、 背中、 互、 田圃、 鼠、 裸、
ヒ ロ サ シズ カ タ シ カ ハ タ ケ ム コ ー
広。 7 類 : 静、 確、 畠 ・ 畑。 x 類 : 向。
第一次語彙と第二次語彙を合わせると、 従来方言調査で使用されている類別
語彙をかなりの程度おおい、 かつ早稲田語彙 ・ 金田一語彙補によ る追加も含む。 
なぜこ の単語が入つてい るのだろ う / 入っ てい ないのだ ろ う と思 う語 も あるの
で、 別の基準によ る補訂が必要だが、 このリ ス トは一つの参考資料にはなろ う。 
ア教材用資料と して も、 語彙の追加が必要である。
紙幅の都合で稀用語のリ ス ト は挙げないが、 こ れまでの方言調査な らば共通
語の稀用語も安易に切 り 捨て るこ と な く 、 方言におけ る使用 を一応確認 してき
たが、 今後は調査 して も一層成果があがり に く く な るで あろ う。 
4 . 要旨
1 節。 音調意識。 (a) ア観。 中央式のア記号付き方言辞典の う ち、 正確な も
のの多 く は高低 2 段階の段階観によ る。 他に 3 段階によ る ものが 1 つ。 方向観
と段階観の両方が含まれる ものに、 和田實方式 (式 ・ 核表記) のよ く 整備 され
た ものが 1 つ、 未整理な ものが 1 つある。 方向観のみによ る ものはない。 中央
式諸アの正確な記述には方向観と段階観の両方が必要とす る説が有力と考える
が、 簡便な実用のためには音調表記と して不完全で も 2 段階観が分かりやすい
だ ろ う。 (b) 核位置。 HI と L 式有核が意識にのぼりやすい。 逆に H 式第 2 拍
以降の型相互の区別が意識にのぼり に く く 、 ネイ テ ィ ブだけでな く 余所者に も
高低意識や知覚が難 しい こ と が予想 される。 (c) ア型の一覧表。 方言辞典の諸
例から、 型の一覧表の知識があるほう が誤りや不統一が減ると言えそ う である。
2 節。 ア規則の有効性。 旧 JLPT、 Tone 他 (2013) 、 BCCWJ 短単位語彙表
(rank 1 ~ 8000) の各語彙を対象に調査を行い、 以下の事柄 を明らかに した。 
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本稿で設定された諸規則によっ てアが予測でき る単語は約 7 割で、 残り は単語
ごと にアの記憶が必要。 有効率は規則ごと に様々だが、 順位下位の語彙で高く 、
順位上位の語彙で低い ものが目立つ。 また順位上位の語彙には個々のア を記憶
が必要な ものの比率が高いが、 順位下位の語彙ほど規則から アが予測可能な も
のの比率が高く なる。 但 し語彙の順位と無関係な有効率を持つ規則 も ある。
3 節。 類別語彙各語の頻度 ・ 馴染み度。 類別語彙から、 Tone 他 (2013) の
頻度、 天野他 (1999) の馴染み度の上位語に限っ て選び、 類別語彙基本語リ ス
ト を試作 した。 今後別の基準によ る補訂が必要だが、 一つの日安にはな ろ う。
[付記] 本稿の一部は科研費 (研究課題番号24520505) によ る研究成果の一 
部で あ る。 
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